
石
炭
火
力
発
電
に
対
す
る
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
見
直
し
に
関
す
る
申
し
入
れ 

 
 

内
閣
府
の
審
議
会
で
あ
る
規
制
改
革
会
議
は
本
年
二
月
二
十
五
日
、
最
優
先
案
件
の
一
つ

と
し
て
「
石
炭
火
力
発
電
に
対
す
る
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
緩
和
」
を
決
定
。
同
四
月
一
日

に
「
石
炭
火
力
発
電
に
対
す
る
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
規
制
改
革
会
議
の
見
解
」
を

取
り
ま
と
め
た
。 

同
見
解
で
は
、「
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
以
来
、
わ
が
国
の
安
価
で
安
定

的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
大
き
な
支
障
が
生
じ
て
い
る
」
と
し
、「
こ
の
重
大
問
題
を
克
服
す

る
た
め
、
当
面
、
石
炭
火
力
の
位
置
づ
け
を
見
直
し
、
そ
の
役
割
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
喫

緊
の
課
題
」
と
の
認
識
を
表
明
。
石
炭
火
力
に
対
す
る
現
行
の
環
境
ア
セ
ス
に
つ
い
て
、「
Ｃ

Ｏ
２
削
減
の
た
め
個
々
の
事
業
者
に
過
重
な
環
境
保
全
措
置
を
求
め
て
い
る
」「
事
業
見
通
し

を
困
難
に
し
（
略
）
結
果
と
し
て
新
規
参
入
の
障
壁
」
と
指
摘
し
、
ア
セ
ス
手
続
き
に
つ
い

て
三
項
目
の
措
置
を
要
請
し
、
環
境
、
経
済
産
業
の
両
省
に
対
し
一
カ
月
以
内
に
結
論
を
出

す
こ
と
を
求
め
た
。
同
見
解
に
対
し
て
、
公
明
党
環
境
部
会
と
し
て
は
、
重
大
な
懸
念
を
抱
か

ざ
る
を
え
な
い
。 

 

【
国
際
約
束
に
基
づ
く
対
応
が
重
要
】 

第
一
に
、
我
が
国
は
Ｇ
８
首
脳
宣
言
等
に
お
い
て
先
進
国
全
体
で
温
室
効
果
ガ
ス
を
二
〇

五
〇
年
に
八
〇
％
以
上
削
減
す
る
と
の
目
標
に
コ
ミ
ッ
ト
し
、
我
が
国
も
二
〇
五
〇
年
に
八

〇
％
削
減
す
る
こ
と
を
閣
議
決
定
し
て
い
る
。
こ
の
目
標
は
、「
工
業
化
以
前
の
水
準
か
ら
の

世
界
全
体
の
平
均
気
温
が
二
度
を
越
え
な
い
よ
う
に
す
べ
き
」
と
の
国
際
社
会
の
共
通
認
識

を
踏
ま
え
る
と
、
二
〇
五
〇
年
時
点
に
達
成
す
る
の
み
で
な
く
、
早
期
に
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
を
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
さ
せ
、
削
減
し
て
い
く
中
で
達
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

規
制
改
革
会
議
の
見
解
に
お
い
て
は
、
現
下
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
お
け
る
支
障
を
克
服

す
る
た
め
に
石
炭
火
力
に
対
す
る
環
境
ア
セ
ス
の
見
直
し
を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
石
炭

火
力
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
二
〇
一
〇
年
型
の
最
新
技
術
の
シ
ス
テ
ム
で
も
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
の
倍

以
上
の
排
出
量
が
あ
る
。
石
炭
火
力
の
稼
働
年
数
が
三
十
～
四
十
年
に
も
及
ぶ
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
石
炭
火
力
の
新
設
は
、
そ
れ
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
増
を
三
十
～
四
十
年
に
わ
た
っ
て

ロ
ッ
ク
イ
ン
（
固
定
化
）
す
る
こ
と
に
な
る
。 

こ
れ
は
地
球
温
暖
化
対
策
や
そ
れ
に
関
す
る
国
際
約
束
の
観
点
か
ら
大
き
な
問
題
が
あ
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
我
々
と
し
て
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
支
障
を
克
服
す
る
道
を
、
現
在

の
技
術
水
準
に
基
づ
く
石
炭
火
力
に
求
め
る
こ
と
に
は
賛
成
で
き
な
い
。 

そ
も
そ
も
我
が
国
は
一
九
九
〇
年
代
か
ら
大
幅
に
石
炭
火
力
を
増
強
し
て
き
た
経
緯
が
あ

る
。
海
外
輸
出
や
リ
プ
レ
イ
ス
は
と
も
か
く
、
こ
れ
以
上
の
新
増
設
に
つ
い
て
は
、
当
面
見
込

ま
れ
る
技
術
水
準
で
は
基
本
的
に
反
対
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
お
く
。 

 

【
Ｃ
Ｏ
２
排
出
規
制
が
な
い
中
で
の
基
準
緩
和
は
問
題
】 

第
二
に
、
見
解
は
、
Ｂ
Ａ
Ｔ
の
審
査
判
断
は
遅
く
と
も
環
境
ア
セ
ス
申
請
時
点
に
お
い
て

商
用
化
さ
れ
て
い
る
最
先
端
の
技
術
を
基
準
と
し
て
行
う
こ
と
を
求
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は

事
業
の
計
画
的
な
進
行
管
理
の
側
面
の
み
を
重
視
し
た
主
張
で
あ
り
、
現
状
に
お
い
て
審
査



基
準
を
緩
和
す
る
こ
と
は
重
大
な
問
題
が
あ
る
。 

我
が
国
で
は
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
に
対
す
る
規
制
な
い
し
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出
と
い
う
外
部
不
経
済

を
内
部
化
す
る
た
め
の
制
度
、
具
体
的
に
は
国
内
排
出
量
取
引
制
度
や
炭
素
税
が
ほ
と
ん
ど
整

備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
状
況
の
ま
ま
、
環
境
ア
セ
ス
の
審
査
基
準
の
緩
和
の
み
を
行
え
ば
、

地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
施
策
に
大
き
な
欠
落
を
生
む
こ
と
に
な
る
。 

ま
た
現
実
に
は
、
発
電
事
業
へ
の
新
規
参
入
の
促
進
の
謳
い
文
句
の
中
で
、
現
在
、
独
占

的
地
位
を
有
し
て
い
る
一
般
電
気
事
業
者
に
不
適
切
な
便
益
・
利
益
を
与
え
る
こ
と
に
も
な

る
。 さ

ら
に
同
見
解
で
は
、
個
々
の
事
業
者
に
対
し
て
個
別
事
業
と
国
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２
に
関
す

る
目
標
等
と
の
整
合
性
を
求
め
る
審
査
に
合
理
性
が
あ
る
か
の
見
直
し
を
求
め
て
い
る
が
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
部
門
が
我
が
国
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
三
三
％
（
二
〇
一
〇
年
）
も
占
め
て

い
る
こ
と
、
ま
た
、
石
炭
火
力
（
Ｕ
Ｓ
Ｃ
）
が
百
万
ｋ
Ｗ
当
た
り
年
間
五
百
五
十
万
ト
ン
も

の
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
個
々
の
事
業
者
に
対
し
て
国
全
体
の
目
標
等
と
の

整
合
性
を
求
め
る
審
査
に
一
定
の
合
理
性
が
あ
る
と
考
え
る
。 

 

【
政
府
全
体
で
整
合
性
の
あ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
】 

第
三
に
、
我
が
国
で
は
、
原
発
政
策
を
含
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
見
直
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
つ
い
て
も
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
球
温

暖
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
十
一
月
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
９
に
向
け
て
我
が
国
の
中
期
削
減
目
標
を
見

直
し
て
お
り
、
国
会
審
議
中
の
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
改
正
案
で
は
政
府
が
地
球
温
暖
化

対
策
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

地
球
温
暖
化
対
策
を
含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
、
ま
さ
に
我
が
国
の
国
策
に
該
当
す
る
も

の
で
あ
り
、
規
制
改
革
の
観
点
か
ら
の
み
決
す
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
発
電
燃
料

費
増
の
解
決
は
、
不
要
な
原
発
維
持
費
の
縮
減
、
経
営
の
合
理
化
、
燃
料
調
達
価
格
の
低
減
、

高
効
率
天
然
ガ
ス
発
電
の
導
入
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
早
期
導
入
、
石
炭
火
力
の
リ
プ

レ
イ
ス
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
削
減
な
ど
、
多
面
的
な
取
り
組
み
で
対
処
す
べ
き
で
あ
る
。 

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
政
府
部
内
に
お
い
て
検
討
中
で
あ
り
、
国
民
的
議
論
に
も
付

さ
れ
て
い
な
い
今
の
段
階
で
、
拙
速
に
石
炭
火
力
に
対
す
る
環
境
ア
セ
ス
を
見
直
す
べ
き
で

は
な
い
。
今
回
の
見
直
し
は
、
環
境
ア
セ
ス
の
目
的
に
則
っ
た
緻
密
な
検
討
の
上
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
か
か
る
も
の
を
含
め
、
環
境
ア
セ
ス
の
合
理
的
な
迅
速
化
を
図
る
も
の
に
止
め

る
べ
き
で
あ
る
。 
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